
県内の農林水産業に従事している女性は、単に生産現場における
補助労働者に見られることが多く、経営方針の決定等に参画する
機会が未だ少ない状況である。そこで、県では女性農業者を対象
にした各種セミナーの開催など、自社（家）の経営や将来のビジョ
ンに対して問題意識を持つ女性農業者を増やす支援を行ってきた
が、次のステップへ進むため、集合研修ではなく、個々の課題に応
じた研修や同じ課題を持つグループでの研修が必要となってきた。

地域の実情と課題

【事業主体】 石川県農林水産部農業政策課農業参入・経営戦略室
【連携団体】
①石川県生活研究グループ連絡協議会
②いしかわ農業振興協議会女性部
③石川県中小企業団体中央会女性部
④石川県商工連合会女性部
⑤公益財団法人 いしかわ女性基金
⑥石川県林業研究グループ連絡協議会
⑦石川県漁協女性部

【委 託 先】 公益財団法人 いしかわ農業総合支援機構

連携団体

事業の実施により女性農業者のスキルや意欲の向上が図られた。
一方、会場が遠く参加しにくい者もおり、学習会などは地域での開
催に努めていく必要がある。
事業の実施を通じて、女性農業者の活動や能力を機会を逃さず
有効にPRしていく必要がある。

今後の課題

１ 各種セミナーや学習会

・自らの課題（ネット販売や経営、農産加工）解決力の向上

２ 交流会や異業種と連携したワークショップの開催

・スキルや自信の向上

・自社（家）の経営への積極的な参画

・女性農業者の視点を活かした独創的な商品

開発により女性農業者への注目度が向上

・他産業との連携により、今後も新ビジネスの創出が期待

事業の効果

男女（とも）に拓く活力あるいしかわの農山漁村推進事業【石川県】

１ 各種研修会等の開催を通じた、石川県農業の活性化の核とな
る女性農業者の育成

目標①女性組織の会員100名 目標②異業種とのﾏｯﾁﾝｸﾞ事業5件

実績 61名（達成率61%） 実績2件（達成率40%）

２ 先輩農業者や商工業者など異業種事業者などを新たなビジネ
スパートナーとして、事業の飛躍を検討できる女性農業者の育成

目標 女性農業者の相談窓口の充実と相談件数 24件
実績15件（達成率63%）

目的・目標

女性の活躍促進に向けた取組を実施するに当たり、①個々が抱え
る課題に応じた研修を選択、スキルを身につけ課題解決へと促す、
②女性農業者を中心としたグループが、同じ課題・要望に向けた
技術習得の場を自ら企画し、県が支援する、③県内の異業種事業
者と連携したワークショップを開催し、女性農業者の視点によるモ
ノづくりの実現に向けて支援する、といった支援体制を確立。
女性農業者の声を吸い上げ、連携団体や委託先と協力し、1年を
通してセミナー・ワークショップ等の企画・運営を実施した。

事業の特徴

①、②女性農業者等課題別セ
ミナー、交流会、成果発表会
等における協力

③～⑦交流会、成果発表会、
ワークショップ等における協力

効果のPRにより

活動組織への参加人
数や新たな取り組みを
始める女性農業者の
増加が見込まれる



事業の概要

【女性農業者等課題別セミナーの開催（集合研修）】

・農産物販売ネット戦略セミナー（金沢・能登）
・農業経営基礎セミナー（金沢・能登）
・IMJ料理教室
・手書きPOP作成研修会（金沢・能登）

【その他】 セミナー、交流会等の参加者へのアンケート（事業効果などの把握）、連携事例などの報告書の作成

【交流会の開催（各女性団体の交流）】

・輝く女性農業者交流会
・平成２７年度なないろ～I☆M☆J～全体交流会

農産物販売ネット戦略セミナー IMJ料理教室

【女性農業者を中心としたグループが実施する学習会等の
開催支援（地区別研修）】

・手書きPOP研修会
・女性のセンスがキラリと光る商品開発セミナー
・県央地区農林漁業はつらつ交流会
・女性組織交流会・大根寿司加工研修会
・手書きPOP作成研修会
・フラワーアレンジメントセミナー
・地場農産物活用推進研修会

フラワーアレンジメントセミナー

【ワークショップの開催（異業種との連携等）】

・農業女子いしかわ（計５回） 写真左上

化粧品会社と農業
女子で何ができる
か意見交換

写真左下
化粧品工場の視察

写真右上

商品化が近くなり
会話も弾む

写真右下

口に入れても安全
なハンドクリーム 輝く農業者交流会 なないろ～I☆M☆J～全体交流会
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